
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ３ 月 

京都市立道徳教育研究会 

広 報 部 

（ 第 号 ） 
テーマ：道徳教育研究会、今年度の軌跡 

今年度の部会のテーマ 

障がいのある子どもたちのニーズに 

合った道徳教育の在り方の模索 

 発達や特性に違いがあるため、学級

の実態に応じた指導・支援を大切にす

る部会です。教科書だけで授業を行う

のが難しいことが多いため、おすすめ

の教材や工夫していることなどを、集

まったり Teamsを活用して交 

流したりして活動しました。 

今年度の部会のテーマ 

プラス思考で進める納得と 

発見のある魅力的な道徳教育 

「豊かな思考がどの児童にも育ってき

ている」というプラス思考で授業を組

み立てることをテーマに定めていまし

た。児童が「おおっ！」「なるほど！」

という言葉が出てくる納得や発見のあ

る授業を充実させることを大切にし、

授業研究を進めてきました。 

今年度の部会のテーマ 

一人一人の子どもの思いを引き出す授業づくり 

～道徳的価値に向かって、誰もが自由に 

交流し合える部会を目指して～ 

昨年度のテーマを引き継ぎ、研鑽を

積みました。発言できる子どもだけで

授業を進めるのではなく、みんなの思

いや考えをそれぞれの形で表出できる

ような場の充実に努める授 

業を大切にしていました。 

今年度の部会のテーマ 

子どもと創る道徳教育 

～自ら考えたくなる、話したくなる、実践したくなる ～ 

児童が話したくなる、考えたくなる

につながるめあてや問いを意識して研

究を進めてきました。着地点が難しい

「Ｄ よりよく生きる喜び」の内容項

目で研究を進め、振り返りの時間とメ

タ認知を合言葉に、提案性のある授業

になるよう、努めました。 

今年度の研究大会の授業は 
すべて新教材で実施！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修部のミッションは、「目の前にいる子どもたちの可能性を引き出すため、謙虚に学び

合う」でした。みなさん、「子どもと共にいい授業がしたい」と思い、質の高い授業の実現に

尽力されていることと思います。                      そんな方々に熱い想いで創り出

した「授業実践」と日々の                                授業で磨いた「技術」を

共有し、謙虚に学び合う                                    ことを大切に行ってき

ました。今年度は３回                                         実施し、授業づくり

の基本を中心に、意                                            図的、計画的に

行うことができました。 

 道楽会とは、全市                                            の教職員誰もが

参加できる、道徳を                                          楽しく勉強する会

です。道徳が好きな人                                       も苦手な人も、これ

から頑張りたい人も参加し、                                 学び合うことができま

した。従来、本研究会員が実践                           発表をすることが多いの

ですが、今年度は研究会員ではない方にも教鞭をとっていただき、ミニ講座を開きました。 

 「理論も大切にしつつ、実践を紹介することを中心に行う」をモットーとするため、すぐに道

徳科の時間でやってみようと思えるものがいっぱいです。最初と最後の担当校長の説話も

魅力の１つです。 

 



 
 

 

４月より、毎月第４金曜日がスキルアップデイとなります。授業参観や 

ミニ講座などを行う予定です。ぜひご参加ください。 

 

            

～       

 

小学校の実 

践だけでなく、 

中学校の実践も 

聞くことができま 

す。今年度、小学校は、児

童が主体的に活動、思考できる授業づく

りや納得解への手立てだけでなく、指導

者の発言の時間をストップウォッチで

計測するなどの具体的な実践の報告を、

中学校はローテーション道徳、リレー道

徳についての詳しい説明、報告がありま

した。 

 

道徳科の授業実践力向上講座は、２回で１セットです。１回目

は６月頃に、１つの教材の指導案を考え、「こんなのはどう？」と

出し合ったり、協議したりします。そして２回目は、１回目に 

考えたものをもとに模擬授業（永松ホール）をし、いろいろ 

な視点から協議をしたり、本時の授業までの取組について 

質疑応答したりします。 

 児童役は、講座に参加する 

教職員です。実践報告を 

聞くのも勉強になりま 

すが、児童の反応への 

返答やゆさぶりの発 

問なども目の前で見 

られるのも魅力の１ 

つです。 

 

【文責】 保本 貴之（西陣中央小学校） 


